
(一社)鳥取県トラック協会

環境と物流の共生を目指して
トラック運送業界は、経済の血液として社会を支える
一方で、CO2排出による環境負荷を伴います。
鳥取県トラック協会では、業界の地球温暖化対策の
一環として、森林保全活動を通じ大気環境、地域環境
の改善に寄与する事を目的として、平成23年から
鳥取市若葉台における「とっとり共生の森」に参画し、
平成29年から⻄伯郡伯耆町に場所を移し事業を継続
しています。今後も会員の方々等と手を取り合い、
持続可能な森づくりを推進しています。

≪「とっとり共生の森」森林保全・管理協定の概要≫

平成23年記念植樹（若葉台）

森林と共に走る、未来へのバトン

★

トラック共生の森
（2期、3期目）

協定
森林 鳥取市若葉台 0.7ha ☆ 伯耆町小野 1.1ha ★

調印
日 H23.7.8(5年) H29.9.12(5年)

R4.9.12(5年)

活動
実績

活動回数延べ１０回
参加者数延べ４０１人

活動回数延べ１８回
参加者数延べ４５０人

☆

トラック共生の森（1期目）

平成23年記念植樹（植樹の様子） 平成25年集合写真（若葉台）

令和8年集合写真（伯耆町） 下草刈り作業（伯耆町） 下草刈り作業（伯耆町）


